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大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、

上
益
城
郡
嘉
島
町
の
大
型
商
業
施
設

「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
」
で
は
爆
発
事

故
に
よ
り
七
人
が
、
八
代
市
の
日
本
製

紙
八
代
工
場
で
は
複
数
の
煙
突
が
折
れ

る
な
ど
し
て
九
人
が
犠
牲
と
な
る
痛
ま

し
い
事
態
と
な
っ
た
。

　

参
考
ま
で
に
、
熊
本
で
は
百
三
十
七

年
前
の
明
治
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日

に
も
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
三
の

「正論」令和８年10月号

年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
以
来
と
な
る
。
震
度
七
の
地
震
は
平

成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
（
兵
庫
県
南
部
地

震
）
か
ら
今
回
の
熊
本
地
震
を
含
め
八

回
発
生
し
て
い
る
。

　

筆
者
の
実
家
が
あ
る
菊
池
郡
大
津
町

も
震
度
六
弱
の
揺
れ
だ
っ
た
が
、
両
親

に
ケ
ガ
も
な
く
家
の
中
の
物
が
倒
れ
た

り
落
ち
た
り
し
た
程
度
で
、
幸
い
に
も

　

熊
本
県
の
宇
城
市
と
八
代
郡
氷
川
町

で
最
大
震
度
七
を
観
測
す
る
地
震
が
七

月
二
十
八
日
に
発
生
し
た
。
気
象
庁
は

こ
の
地
震
を
「
令
和
八
年
熊
本
地
震

（
以
下
、
熊
本
地
震
）」
と
命
名
。
揺
れ

は
九
州
か
ら
北
陸
の
広
範
囲
で
観
測
さ

れ
た
。
熊
本
県
で
は
平
成
二
十
八
年
四

月
に
も
二
度
（
十
四
日
、
十
六
日
）
の

震
度
七
の
地
震
が
発
生
し
て
い
る
。
国

内
で
震
度
七
を
観
測
す
る
の
は
令
和
六

T
K
B
48
の
訓
練

熊
本
地
震
で
生
き
ず

濱
口
和
久

拓
殖
大
学
地
方
政
治
行
政
研
究
所
特
任
教
授・

防
災
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

九
級
の
海
溝
型
地
震
が
発
生
す
る
。
地

震
の
揺
れ
は
関
東
地
方
だ
け
で
な
く
、

北
は
北
海
道
南
部
か
ら
、
南
は
九
州
北

部
に
い
た
る
広
い
範
囲
で
揺
れ
が
感
じ

ら
れ
た
。
ま
た
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七

ク
ラ
ス
前
後
の
余
震
が
頻
発
し
た
。

　

被
害
状
況
は
、
東
京
都
・
神
奈
川
県

を
中
心
に
死
者
・
行
方
不
明
者
が
十
万

五
千
人
以
上
、
そ
の
う
ち
の
九
万
人
以

上
が
火
災
に
よ
る
焼
死
者
だ
っ
た
。
建

物
被
害
は
、
全
壊
が
十
万
九
千
棟
、
半

壊
が
十
万
二
千
棟
、
全
焼
が
二
十
一
万

二
千
棟
に
及
ん
だ
。
東
京
に
お
け
る
出

火
は
合
計
百
六
十
カ
所
で
、
そ
の
半
数

は
早
期
に
消
火
さ
れ
た
が
、
木
造
家
屋

が
密
集
す
る
下
町
地
区
は
、
ま
さ
に

「
火
の
海
」
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
、

完
全
に
鎮
火
す
る
ま
で
に
約
四
十
時
間

も
燃
え
続
け
た
。

　

内
務
省
、
大
蔵
省
、
外
務
省
な
ど
の

地
震
（
明
治
熊
本
地
震
）
に
襲
わ
れ
て

い
る
。
ま
さ
に
今
回
の
熊
本
地
震
と
同

じ
日
だ
。
熊
本
市
西
部
の
金
峰
山
付
近

が
震
源
と
さ
れ
、
熊
本
市
を
中
心
に
死

者
二
十
一
人
、
全
壊
家
屋
二
百
三
十
四

棟
、
道
路
崩
壊
は
百
三
十
七
カ
所
、
地

割
れ
八
百
九
十
三
カ
所
の
被
害
が
出
て

い
る
。
熊
本
城
の
石
垣
も
四
十
二
カ
所

で
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
の
発
災
後
、
政
府

は
直
ち
に
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き

高
市
早
苗
首
相
を
本
部
長
と
す
る
非
常

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。
内
閣
府

か
ら
は
職
員
が
発
災
一
時
間
後
に
熊
本

に
向
け
て
出
発
。
熊
本
県
の
木
村
敬
知

事
か
ら
首
相
に
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
要

請
も
あ
り
、
約
三
千
六
百
人
態
勢
で
被

災
地
で
の
活
動
を
開
始
し
た
。
現
在

（
八
月
十
五
日
時
点
）
も
陸
上
自
衛
隊

第
八
師
団
を
中
心
と
す
る
自
衛
隊
員
が

約
五
千
百
人
態
勢
で
活
動
し
て
い
る
。

真
夏
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災

　

明
治
以
降
の
日
本
に
お
い
て
真
夏
に

発
生
し
た
地
震
で
最
も
被
害
が
大
き
か

っ
た
の
は
、
必
ず
教
科
書
に
登
場
す
る

関
東
大
震
災
（
大
正
関
東
地
震
）
だ
。

　

こ
こ
で
少
々
長
く
な
る
が
関
東
大
震

災
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

　

大
正
十
二
年
九
月
一
日
、
神
奈
川
県

の
相
模
湾
北
西
沖
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

は
ま
ぐ
ち
・
か
ず
ひ
さ　
昭
和
四
十
三
年
生

ま
れ
。
防
衛
大
学
校
材
料
物
性
工
学
科
卒
、
名
古

屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単

位
取
得
満
期
退
学
。
防
衛
庁
（
現
防
衛
省
）
陸
上

自
衛
隊
、
栃
木
市
首
席
政
策
監
な
ど
を
経
て
現

職
。
一
般
財
団
法
人
防
災
教
育
推
進
協
会
理
事

長
、
日
本
Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
学
会
副
理
事
長
な
ど
も
務

め
る
。
日
本
危
機
管
理
学
会
「
学
術
貢
献
賞
」
受

賞
、
第
二
十
六
回
「
正
論
新
風
賞
」
受
賞
。
著
書

に
『
こ
の
国
は
災
害
か
ら
国
民
を
守
れ
る
の
か
』

（
並
木
書
房
）
な
ど
。
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被
害
と
な
っ
た
。

　

以
上
が
関
東
大
震
災
の
被
害
の
概
要

だ
が
、
現
在
、
九
月
一
日
は
昭
和
三
十

五
年
六
月
十
七
日
の
閣
議
了
解
に
よ
り

「
防
災
の
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
九
月

一
日
を
含
む
八
月
三
十
日
か
ら
九
月
五

日
ま
で
は
「
防
災
週
間
」
と
さ
れ
、
日

本
全
国
で
防
災
講
演
会
や
防
災
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通

り
だ
。

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
は
関
東
大
震
災

の
よ
う
な
大
き
な
被
害
を
出
す
火
災
は

発
生
し
て
い
な
い
が
、
首
都
直
下
地
震

が
発
生
す
れ
ば
、
関
東
大
震
災
同
様
に

火
災
リ
ス
ク
が
想
定
さ
れ
、
建
物
の
倒

壊
に
よ
る
犠
牲
者
よ
り
も
火
災
に
よ
る

犠
牲
者
が
間
違
い
な
く
多
く
な
る
だ
ろ

う
。

　

一
方
、
今
回
の
熊
本
地
震
で
は
八
月

十
五
日
時
点
で
建
物
被
害
が
三
万
八
百

九
十
四
棟
確
認
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

官
公
庁
の
建
物
も
大
き
な
被
害
を
受

け
、
帝
国
劇
場
、
三
越
日
本
橋
本
店
な

ど
の
文
化
・
商
業
施
設
の
多
く
が
焼
失

し
た
。
浅
草
に
あ
っ
た
大
正
ロ
マ
ン
の

象
徴
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た

「
凌
雲
閣
（
通
称
・
浅
草
十
二
階
）」
が

八
階
の
床
上
部
分
か
ら
折
れ
崩
壊
し
た

こ
と
は
有
名
だ
。

　

東
京
で
の
火
災
に
よ
る
被
害
の
特
徴

と
し
て
、
百
人
以
上
が
火
災
に
よ
っ
て

死
亡
し
た
箇
所
が
十
カ
所
も
あ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
も
東
京
市
本
所
区
（
現
・

墨
田
区
横
網
）
に
あ
っ
た
陸
軍
被
服
廠

跡
で
は
、
避
難
し
て
き
た
約
三
万
八
千

人
が
火
災
旋
風
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡
く

な
る
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。

　

東
京
湾
岸
部
の
干
拓
地
や
埋
め
立
て

地
、
相
模
川
、
荒
川
、
古
利
根
川
な
ど

の
河
川
沿
い
の
低
地
に
お
い
て
は
地
盤

の
液
状
化
が
発
生
。
地
盤
の
陥
没
や
地

割
れ
、
建
物
の
沈
下
、
傾
斜
、
地
下
水

や
砂
の
噴
出
な
ど
の
現
象
も
発
生
し

た
。
相
模
湾
周
辺
と
房
総
半
島
の
南
端

で
は
最
大
高
さ
十
二
メ
ー
ト
ル
（
熱

海
）、
九
メ
ー
ト
ル
（
館
山
）
の
津
波

が
襲
っ
た
。
神
奈
川
県
内
で
は
、
地
震

に
よ
る
強
烈
な
揺
れ
に
よ
り
、
箱
根
、

丹
沢
を
中
心
に
多
く
の
土
砂
災
害
が
発

生
し
た
。
熱
海
線
（
現
・
Ｊ
Ｒ
東
海
道

本
線
）
の
根
府
川
駅
で
は
、
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
に
進
入
し
て
き
た
列
車
が
激
震

に
よ
っ
て
宙
に
浮
き
、
四
十
メ
ー
ト
ル

下
の
海
岸
に
落
下
。
そ
れ
と
同
時
に
裏

山
一
帯
が
崩
れ
、
駅
舎
が
海
中
に
没

し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
。
熱
海
線

の
完
全
復
旧
に
は
一
年
半
を
要
し
て
い

る
。

　

経
済
的
被
害
規
模
は
、
当
時
の
国
民

総
生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
推
定
値
の
三
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
五
十
五
億
円
相
当

に
上
り
、
こ
れ
は
前
年
度
の
一
般
会
計

予
算
の
約
三
・
七
倍
に
も
な
る
甚
大
な

罹
災
証
明
の
申
請
手
続
き
が
進
め
ば
、

さ
ら
に
建
物
被
害
数
は
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
。
ま
た
Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線

（
宇
土
駅
〜
八
代
駅
）、
九
州
新
幹
線

（
熊
本
駅
〜
新
水
俣
駅
）
も
十
五
日
時

点
で
運
転
再
開
の
目
途
は
た
っ
て
い
な

い
。
地
震
被
害
で
は
な
い
が
、「
令
和

二
年
七
月
熊
本
豪
雨
」
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
も
、
県
内
区
間
の

運
行
再
開
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。

平
時
か
ら
広
域
避
難
の
準
備
を

　

熊
本
で
は
猛
暑
が
続
く
な
か
、
地
震

に
よ
っ
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
）
が
停
止
し
た
。
発
災
当

初
、
自
宅
が
被
災
し
て
も
、
指
定
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
学
校
の
体
育
館
に
エ

ア
コ
ン
が
な
い
た
め
、
被
災
者
が
エ
ア

コ
ン
の
あ
る
避
難
所
に
集
中
し
た
。
車

中
泊
で
過
ご
す
被
災
者
も
多
く
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
や
熱
中
症
も
心

配
さ
れ
て
い
る
。
発
災
当
初
、
医
療
機

関
や
高
齢
者
施
設
で
は
停
電
と
断
水
が

発
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
転
院
や
他

の
施
設
へ
の
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

り
、
手
術
や
大
量
の
水
を
使
用
す
る
人

工
透
析
に
支
障
を
き
た
す
事
態
と
な
っ

た
。
停
電
と
断
水
に
よ
り
ト
イ
レ
が
使

用
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
も
被
災
者
を

苦
し
め
た
。
現
在
、
停
電
は
解
消
し
て

い
る
が
、
宇
城
市
や
八
代
市
、
氷
川
町

で
は
断
水
が
続
い
て
い
る
地
区
が
か
な

り
あ
る
。

　

七
月
三
十
日
に
は
車
中
泊
を
し
て
い

た
七
十
歳
代
女
性
が
熱
中
症
の
疑
い
で

死
亡
し
、
災
害
関
連
死
に
認
定
さ
れ

た
。
八
月
七
日
付
の
産
経
新
聞
「
正

論
」
欄
で
も
触
れ
た
が
、
災
害
関
連
死

は
熱
中
症
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
。
災

害
関
連
死
を
防
ぐ
た
め
に
は
避
難
所
の

空
気
環
境
に
も
気
を
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
避
難
所
は
在
室
者
の
密
度
が

高
く
、
特
に
夜
間
は
換
気
が
不
十
分
と

な
る
。
エ
ア
コ
ン
に
も
空
気
清
浄
機
能

は
付
い
て
い
る
が
、
室
内
の
空
気
を
循

環
さ
せ
な
が
ら
温
度
調
整
を
行
っ
て
い

る
た
め
換
気
は
で
き
な
い
。
避
難
生
活

が
長
期
化
す
る
こ
と
を
見
据
え
て
空
気

清
浄
機
の
設
置
も
必
要
だ
ろ
う
。

　

加
え
て
、
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
口

腔
ケ
ア
も
欠
か
せ
な
い
。
特
に
高
齢
者

は
避
難
所
生
活
な
ど
で
歯
磨
き
や
入
れ

歯
の
清
掃
が
十
分
に
で
き
な
い
と
、
食

べ
物
や
唾
液
を
誤
嚥
し
た
際
に
口
内
の

細
菌
も
肺
に
入
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
と
な

り
災
害
関
連
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

十
年
前
の
熊
本
地
震
で
は
地
元
歯
科
医

師
会
な
ど
が
避
難
所
で
巡
回
指
導
し
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
た
が
、
そ
れ
で
も

熊
本
県
内
の
災
害
関
連
死
の
約
三
割
が

呼
吸
器
系
疾
患
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
停
止
し
被
災
自
治
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け
入
れ
る
「
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ
」
と
し

て
、
八
月
五
日
か
ら
宿
泊
、
食
事
、
入

浴
の
各
支
援
を
一
体
的
に
行
っ
て
い

る
。
診
療
所
や
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
も
設
け

ら
れ
て
お
り
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た

運
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。

イ
タ
リ
ア
の
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
に
学
べ

　

イ
タ
リ
ア
の
避
難
所
は
、
日
本
で
よ

く
見
ら
れ
る
よ
う
な
発
災
当
初
の
体
育

館
な
ど
で
間
仕
切
り
の
な
い
状
態
で
の

大
人
数
が
雑
魚
寝
す
る
と
い
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
冷
暖
房
な
ど
の
空
調
設
備

が
完
備
さ
れ
た
テ
ン
ト
が
組
み
立
て
ら

れ
、
比
較
的
少
人
数
（
八
〜
十
二
人
程

度
）
が
簡
易
ベ
ッ
ド
を
使
っ
て
寝
起
き

す
る
の
が
一
般
的
だ
。
清
潔
な
ト
イ
レ

や
シ
ャ
ワ
ー
室
も
キ
ャ
ン
プ
村
に
設
置

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
日
本
の
避
難
所
で
は
冷
た
い

体
内
で
の
避
難
生
活
が
困
難
な
場
合
を

想
定
し
て
、
自
治
体
間
で
広
域
避
難
協

定
を
結
ぶ
こ
と
も
重
要
だ
。
東
京
都
板

橋
区
で
は
令
和
五
年
八
月
に
首
都
直
下

地
震
な
ど
の
巨
大
災
害
に
備
え
、
都
外

の
十
三
市
町
村
へ
避
難
で
き
る
協
定
を

全
国
で
初
め
て
結
ん
で
い
る
。

　

今
後
は
板
橋
区
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
全
国
の
自
治
体
間
に
も
広
げ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
単
な
る
協
定

を
結
ぶ
だ
け
で
な
く
、
平
時
か
ら
自
治

体
間
で
相
互
受
け
入
れ
訓
練
を
実
施
し

て
お
か
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
平
時

に
で
き
な
い
こ
と
は
本
番
（
災
害
時
）

で
も
で
き
な
い
か
ら
だ
。

　

今
回
、
防
衛
省
は
災
害
派
遣
活
動
に

「
は
く
お
う
Ⅱ
」
を
八
代
港
へ
派
遣
。

同
船
は
、
防
衛
省
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
で
確

保
、
運
用
す
る
民
間
船
舶
で
、
防
衛
省

の
要
請
に
応
じ
て
、
自
衛
隊
の
部
隊
や

車
両
、
物
資
な
ど
の
海
上
輸
送
だ
け
で

な
く
、
大
規
模
災
害
時
の
生
活
支
援
に

も
使
用
さ
れ
る
船
舶
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
は
病
院
船
を
保
有
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
は
病
院
船
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
は
く
お
う
Ⅱ
」
は
令
和
七
年
ま

で
、
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
の
「
は
ま
な

す
」（
一
万
六
千
八
百
九
十
七
総
ト

ン
）
と
し
て
舞
鶴
か
ら
小
樽
航
路
で
運

航
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ

船
舶
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
「
は
く

お
う
」
の
老
朽
化
を
受
け
て
改
修
さ

れ
、
今
年
か
ら
「
は
く
お
う
Ⅱ
」
と
し

て
新
た
に
導
入
さ
れ
た
。
ち
な
み
に

「
は
く
お
う
」
は
能
登
半
島
地
震
の
災

害
派
遣
活
動
に
お
い
て
石
川
県
七
尾
港

に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

　
「
は
く
お
う
Ⅱ
」
船
内
に
は
多
数
の

客
室
（
三
百
室
）
や
浴
室
、
食
堂
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回

の
災
害
派
遣
活
動
で
は
、
被
災
者
を
受

お
握
り
や
お
弁
当
、
菓
子
パ
ン
を
床
に

座
っ
た
ま
ま
食
べ
る
と
い
う
状
態
が
し

ば
ら
く
続
く
。
イ
タ
リ
ア
で
は
二
日

（
四
十
八
時
間
）
以
内
に
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
が
投
入
さ
れ
、
資
格
を
持
っ
た
調
理

師
や
栄
養
士
が
従
事
す
る
。
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
は
温
か
い
食
事
を
一
時
間
あ
た
り

五
百
食
、
大
型
の
も
の
で
は
一
千
食
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
。
メ
ニ
ュ
ー
に
も

被
災
者
の
健
康
状
態
を
考
慮
し
な
が
ら

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
避
難
所
運
営
方
式
は
Ｔ

Ｋ
Ｂ
48
と
呼
ば
れ
、
前
出
の
通
り
、
四

十
八
時
間
以
内
に
Ｔ
（
洗
面
所
を
備
え

た
清
潔
な
ト
イ
レ
の
設
置
）、
Ｋ
（
温

か
い
食
事
を
提
供
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
）、
Ｂ
（
簡
易
ベ
ッ
ド
や
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
）
を
被
災
地
に
展
開
す
る
こ
と

が
可
能
だ
。

　

筆
者
は
十
年
前
の
熊
本
地
震
を
契
機

に
イ
タ
リ
ア
式
避
難
所
の
必
要
性
を
訴

え
て
き
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
注
目
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
能

登
半
島
地
震
で
避
難
所
環
境
が
話
題
と

な
り
、
先
進
的
事
例
と
し
て
、
日
本
で

も
イ
タ
リ
ア
式
避
難
所
運
営
訓
練
が
実

施
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

今
年
五
月
十
五
日
に
は
、
熊
本
市
が

民
間
企
業
や
各
種
団
体
と
一
緒
に
な
っ

て
、
以
下
の
想
定
「
熊
本
市
直
下
を
震

源
と
す
る
立
田
山
断
層
地
震
が
発
生

し
、
市
内
で
震
度
六
強
〜
七
の
激
し
い

揺
れ
を
観
測
。
市
内
各
地
で
家
屋
被

害
、
広
域
停
電
、
断
水
、
道
路
損
傷
が

発
生
し
、
在
宅
避
難
が
困
難
と
な
っ
た

市
民
の
指
定
避
難
所
へ
の
避
難
が
急
増

す
る
。
熊
本
市
は
、
民
間
と
連
携
し

て
、
ア
ク
ア
ド
ー
ム
く
ま
も
と
を
広
域

支
援
受
入
拠
点
避
難
所
と
し
て
開
設

し
、
熊
本
港
を
活
用
し
て
資
機
材
を
集

約
す
る
。
県
内
他
自
治
体
や
九
州
内
の

他
県
自
治
体
か
ら
の
応
援
を
受
け
、
ト

イ
レ
カ
ー
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ベ
ッ
ド

等
の
資
機
材
や
運
営
支
援
人
員
を
投

入
。
発
災
後
四
十
八
時
間
以
内
に
衛

生
、
食
事
、
就
寝
環
境
を
整
え
、
要
配

慮
者
対
応
、
物
資
配
分
、
情
報
共
有
ま

で
含
め
た
統
合
運
用
体
制
を
立
ち
上
げ

る
」
で
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
訓
練
が
実
施
さ
れ
た

が
、
今
回
の
熊
本
地
震
で
は
訓
練
通
り

に
は
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。

　

や
は
り
平
時
の
何
で
も
揃
っ
て
い
る

状
態
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
使
え
る
状

態
）
で
の
訓
練
で
は
う
ま
く
で
き
て

も
、
災
害
と
い
う
有
事
の
状
態
に
な
る

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
間
の
調
整
が
進

ま
ず
、
四
十
八
時
間
以
内
に
展
開
す
る

こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
を
国
が
主

導
し
行
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
は
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
よ
う
な
広
域
災
害

に
は
対
応
で
き
な
い
が
、
今
回
の
熊
本
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大
小
問
わ
ず
地
方
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
リ
ス
ト
を
管
理
し
、
緊
急
事

態
が
宣
言
さ
れ
る
と
、
災
害
防
護
庁
と

一
緒
に
な
っ
て
、
被
災
地
に
近
い
州
か

ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
支
援
活

動
に
必
要
な
装
備
品
を
持
っ
て
被
災
地

に
向
け
て
出
動
す
る
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

や
建
設
重
機
な
ど
を
保
有
し
て
い
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

日
本
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
違
い
、
事

前
に
災
害
対
応
に
つ
い
て
の
研
修
や
訓

練
を
受
け
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
災
害
派
遣
希
望
登
録
を
済
ま
せ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
イ
タ
リ
ア
全
土
に
百
二
十
万
人
以
上

い
る
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
す
る
場
合
に
は
、
災
害
防
護
庁
（
ま

た
は
自
治
体
）
が
有
給
休
暇
を
保
障

し
、
災
害
保
険
の
加
入
、
日
当
・
交
通

費
な
ど
が
後
日
支
払
わ
れ
る
。

地
震
レ
ベ
の
災
害
で
あ
れ
ば
、
被
災
者

が
「
我
慢
す
る
避
難
生
活
」
で
は
な

く
、
発
災
前
の
「
日
常
に
近
い
生
活
」

を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
災
害
関

連
死
を
減
ら
す
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

民
間
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
国
が
主

導
し
て
官
民
連
携
に
よ
る
「
日
本
版
Ｔ

Ｋ
Ｂ
48
」
の
体
制
を
実
現
す
る
べ
き
で

あ
る
。

被
災
自
治
体
職
員
の
負
担
軽
減
を

　

災
害
対
策
基
本
法
で
は
被
災
自
治
体

が
第
一
次
的
に
被
災
者
支
援
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
職
員
も
被
災
者

で
あ
り
、「
被
災
者
が
被
災
者
を
支
援

す
る
」
法
律
の
立
て
付
け
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
今
回
の
熊
本
地
震
で

は
職
員
が
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
る
事
態

も
発
生
し
て
い
る
。
市
町
村
単
位
の
被

災
者
支
援
は
限
界
に
き
て
い
る
。

　

他
の
自
治
体
か
ら
数
名
単
位
で
応
援

職
員
が
被
災
地
に
入
っ
て
い
る
が
、
あ

く
ま
で
も
補
助
的
役
割
だ
。
発
災
と
同

時
に
被
災
地
へ
組
織
的
に
乗
り
込
み
、

被
災
自
治
体
の
職
員
に
代
わ
っ
て
被
災

者
対
応
を
行
う
、
広
域
自
治
体
単
位
で

の
「
被
災
地
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
隊
（
仮

称
）」
を
編
成
す
る
仕
組
み
を
防
災
庁

の
設
置
に
合
わ
せ
て
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
は

被
災
地
自
治
体
の
社
会
福
祉
協
議
会
が

担
っ
て
い
る
が
、
市
町
村
職
員
同
様
に

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
も
被
災
者
で
あ

り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

る
体
制
を
整
え
る
の
に
時
間
が
か
か

り
、
ど
う
し
て
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
開
設
が
遅
く
な
る
。

　

イ
タ
リ
ア
で
は
災
害
防
護
庁
（
十
一

月
に
設
置
さ
れ
る
防
災
庁
に
相
当
）
が

全
国
的
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

　

日
本
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
訓
練
を

受
け
た
組
織
と
し
て
は
、
火
災
や
災
害

現
場
に
出
動
す
る
消
防
団
（
市
町
村
に

任
用
さ
れ
る
「
非
常
勤
特
別
職
の
地
方

公
務
員
」）
と
い
う
組
織
が
あ
る
。
全

国
に
約
七
十
五
万
人
が
所
属
し
て
い
る

が
、
最
近
は
若
い
人
の
入
団
が
減
少

し
、
団
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

自
治
会
・
町
会
単
位
で
組
織
さ
れ
て
い

る
自
主
防
災
組
織
も
役
員
は
高
齢
者
が

多
く
、
活
動
実
態
が
な
い
と
こ
ろ
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災

を
契
機
と
し
て
防
災
人
材
の
育
成
を
目

指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
民
間
資
格
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
認
証
）
の
防
災
士
が
三
十

五
万
人
を
超
え
て
い
る
が
、
実
際
に
活

動
し
て
い
の
は
五
千
人
も
い
な
い
。
今

後
は
地
域
防
災
力
の
再
生
も
含
め
て
、

高
い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
機
関
も

必
要
と
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

支
援
す
る
人
員
派
遣
も
必
要

　

今
回
の
熊
本
地
震
で
も
発
災
後
、
政

府
は
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
で
熊
本
に
物
資

を
送
っ
て
い
る
が
、
物
資
集
積
拠
点
に

届
い
た
物
資
の
仕
分
け
作
業
や
物
資
の

配
送
を
担
う
人
材
不
足
か
ら
、
物
資
が

被
災
者
の
も
と
に
行
き
届
か
な
い
と
い

う
事
態
に
陥
っ
た
。
十
年
前
の
熊
本
地

震
で
も
、
物
資
を
本
当
に
必
要
と
す
る

避
難
所
に
物
資
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

逆
に
特
定
の
避
難
所
に
物
資
が
偏
っ
て

し
ま
う
な
ど
、
必
要
な
ニ
ー
ズ
と
支
援

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
た
り
し
た
。

　

プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
は
物
資
だ
け
で
な

く
人
員
も
セ
ッ
ト
で
被
災
地
に
送
り
込

む
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
加
え
て
今
後
は
プ
ル
型
支
援
と

の
併
用
で
被
災
地
へ
の
物
資
支
援
の
効

率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
「
日
本
型
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
」
の
体
制
を
整

備
す
る
う
え
で
、
Ｋ
（
温
か
い
食
事
を

提
供
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
）
に
関
し
て

は
、
単
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
台
数
を
確

保
す
る
の
で
な
く
、
イ
タ
リ
ア
の
よ
う

に
被
災
者
の
健
康
状
態
（
健
康
管
理
）

を
考
慮
し
な
が
ら
、
調
理
す
る
資
格
を

持
っ
た
調
理
師
や
栄
養
士
も
確
保
（
登

録
）
し
て
お
く
べ
き
だ
。

　

今
ま
で
地
震
発
生
の
想
定
は
冬
場
が

中
心
だ
っ
た
が
、
夏
場
の
想
定
も
含

め
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
対
応
の
訓
練
や

研
修
に
改
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

防
災
庁
の
設
置
ま
で
あ
と
二
カ
月
と

な
っ
た
。
日
本
が
「
災
害
大
国
」
か
ら

「
防
災
立
国
」
に
な
る
う
え
で
、
防
災

庁
の
役
割
は
非
常
に
大
き
い
。
国
民
の

期
待
を
裏
切
ら
な
い
た
め
に
も
、
今
回

の
熊
本
地
震
か
ら
得
た
教
訓
を
今
後
の

防
災
行
政
に
活
か
し
、
次
の
災
害
に
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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